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ナメクジやカタツムリはなぜぬるぬるするの 

●
からだ

体をかんそうから
まも

守るため

 ナメクジやカタツムリは、
りく

陸にあがった
かい

貝です。
みず

水の
なか

中から
りく

陸へと、すみ
ば し ょ

場所を
ひろ

広げたの

ですから、
たいへん

大変な
し ん か

進化です。しかし、まだまだ、
かんぜん

完全には
みず

水から
えん

縁がきれていません。
なに

何よ

りも
からだ

体から、
み ず け

水気がなくならないようにしなくてはなりません。そのために、
からだ

体からタンパ

ク
しつ

質のぬるぬるした
えき

液を
だ

出して、
からだ

体が
かわ

乾くのを
ふせ

防いでいます。

 
か ら

殻を
す

捨てたナメクジは、
からだぜんたい

体全体が、いつも
く う き

空気にさらされますので、もっと
たいへん

大変です。ね

ばねばの
えき

液を
だ

出す
せん

腺が
はったつ

発達し、
せな か が わ

背中側の
ぜんたい

全体は、この
えき

液でおおわれています。

●
し つ ど

湿度が６５パーセント
い か

以下になると
きゅうみん

休眠する

 カタツムリは、
し つ ど

湿度が６５パーセント
い か

以下になると、
から

殻の
い

入り
ぐち

口に
まく

膜をはり
きゅうみん

休眠します。

この
じょうたい

状態になる
まえ

前に、
きゅうみん

休眠に
てき

適した
ば し ょ

場所をさがし、
どちゅう

土中３センチメートルほどの
ふか

深さにもぐ

り
こ

込んだり、
お

落ち
ば

葉やかれえだの
した

下にかくれます。
まく

膜は
さいしょ

最初は１
まい

枚ですが、
さむ

寒さや
かんそう

乾燥が
つよ

強

くなると、２
まい

枚３
まい

枚と
かさ

重ねて
さむ

寒さや
かんそう

乾燥から
み

身を
まも

守ります。
し つ ど

湿度が７５～８０パーセント、
お ん ど

温度が１０～１５
ど

度
スィー

Ｃぐらいで、からの
まく

膜を
やぶ

破って
ふたた

再び
かつどう

活動しはじめます。
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